
つ
と
め
た
の
で
、
学
界
に
貢
献
す
る
こ
と
更
に
大
で
あ
っ
た
。

三
浦
秀
之
助
（
昭
和
八
年
七
月
二
十
五
日
歿
）
は
大
正
五
年
本
校
彫
刻
科
か

ら
西
洋
画
科
に
転
じ
て
翌
六
年
卒
業
し
た
。
大
村
西
崖
著
「
閣
婆
の
千
仏
壇
」

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
一
巻
第
二
号
）
そ
の
他
に
よ
る
と
、
三
浦

は
卒
業
後
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ル
の
研
究
を
志
し
、
黒
田
清
輝
を
介
し
て
大
村
の
指
導

を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
や
は
り
現
地
へ
行
っ
て
研
究
し
た
い
と
思
い
、

費
用
を
工
面
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
、
当
時
盛
ん
に
文
人
画
を
描
い
て
い
た
西

崖
が
、
自
分
の
絵
で
も
金
に
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
喜
ん
で
描
い
て

上
げ
る
と
言
う
。
そ
こ
で
早
速
三
浦
の
郷
里
大
阪
の
三
越
呉
服
店
で
展
覧
会
を

開
く
こ
と
に
な
り
、
西
崖
は
大
正
九
年
の
夏
休
み
六
十
日
を
費
し
て
五
十
幅
計

り
描
い
て
贈
り
、
さ
ら
に
大
阪
倶
楽
部
で
応
援
の
講
演
ま
で
行
な
っ
た
。
絵
は

四
十
幅
程
売
れ
て
、
三
浦
は
数
千
円
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
大
正

十
年
二
月
に
瓜
畦
へ
渡
航
す
る
こ
と
が
で
ぎ
た
。
渡
航
に
先
き
立
っ
て
同
九
年

三
月
二
日
付
で
三
浦
に
対
し
本
校
か
ら
「
ジ
ャ
ワ
、

マ
ヅ
ラ
及
ス
マ
ト
ラ
古
代

美
術
ノ
調
査
ヲ
嘱
託
ス
」
と
い
う
辞
令
（
上
記
月
報
第
十
九
巻
第
一
号
）
が
出
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
学
校
当
局
も
幾
許
か
の
給
費
を
も
っ
て
応
援
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
年
後
の
同
十
一
年
＝―-
月
、
千
数
百
枚
の
写
真
と
と

も
に
三
浦
は
帰
国
し
、
そ
の
五
月
に
は
大
阪
三
越
で
将
来
品
の
展
覧
会
を
開
い

西
崖
の
指
導
の
も
と
で
研
究
を
続
け
、
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ル
の
よ
り
完
全
な
紹
介
に

地
に
滞
在
し
て
非
常
な
努
力
の
末
千
数
百
枚
も
写
真
を
撮
り
、
帰
国
後
は
大
村

大
乗
社
）
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
井
尻
は
大
正
五
年
に
ボ
ロ
プ
ド
ゥ
ル
を
見
て

以
来
そ
の
紹
介
を
思
い
立
ち
、
松
本
文
三
郎
博
士
の
所
説
に
依
拠
し
つ
つ
、
オ

ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ソ
大
学
教
授
ク
ロ
ム
か
ら
写
真
複
写
と
書
籍
の
翻
訳
権
を
与

え
ら
れ
て
本
書
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
三
浦
の
場
合
は
一
年
間
に
亘
り
現

⑪
 
推

会

『
閑
婆
仏
蹟
ボ
ロ
プ
ヅ
ゥ
ル
』
は
帰
国
の
二
年
後
に
発
行
さ
れ
る
が
、
こ
れ

に
関
連
し
て
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
一
巻
第
二
号
に
は
三
浦

が
も
た
ら
し
た
写
真
と
上
記
の
「
閑
婆
の
千
仏
壇
」
が
、
ま
た
同
誌
第
二
十
二

巻
第
四
号
に
は
同
じ
く
ボ
ロ
プ
ド
ゥ
ー
ル
の
写
真
と
「
ボ
ロ
プ
ヅ
ウ
ル
に
現
は

れ
た
る
華
厳
に
就
い
て
」
と
題
す
る
三
浦
の
研
究
の
一
端
が
掲
載
さ
れ
た
。
な

お
、
そ
の
後
昭
和
六
年
十
一
月
発
行
の
同
誌
第
三
十
巻
第
五
号
に
も
「
ハ
ダ
ー

の
仏
教
彫
刻
」
と
題
す
る
三
浦
の
寄
稿
が
見
ら
れ
る
。

古

同
会
は
正
木
直
彦
、
岡
田
一二
郎
助
、
吉
川
霊
華
、
朝
倉
文
夫
、
内
藤
伸
、
松

田
愚
仏
、
田
辺
孝
次
、
伊
藤
信
次
ら
が
同
人
と
な
っ
て
作
っ
た
古
美
術
鑑
賞
研

究
を
目
的
と
す
る
会
で
、
時
折
り
本
校
倶
楽
部
で
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
展
覧
会

を
開
い
た
。
第

一
回
展
は
大
正
十
三
年
六
月
十
五
日
で
、
各
方
面
か
ら
集
め
ら

れ
た
古
代
唐
獅
子
（
狛
犬
）
お
よ
び
そ
の
応
用
品
百
数
十
点
が
陳
列
さ
れ
、
千

人
近
い
来
観
者
が
あ
っ
た
。
第
二
回
展
は
同
年
十

一
月
十
五
、
十
六
日
で
、
甑

お
よ
び
明
器
（
土
偶
、
桶
等
）
が
展
示
さ
れ
、
第
三
回
展
は
同
十
四
年
四
月
十

八
、
十
九
日
で
、
絵
巻
物
お
よ
び
そ
の
残
鋏
が
展
示
さ
れ
、
第
四
回
展
は
同
年

十
月
二
十
四
、
二
十
五
日
で
、
金
銅
仏
が
展
示
さ
れ
た
こ
と
が
『
東
京
美
術
学

校
校
友
会
月
報
』
や
『
十
三
松
堂
日
記
』
か
ら
判
る
。

こ。t
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